
内容：Ni基合金におけるγ′析出相の，形や分布と言った析出

形態の形成機構を明らかにするための研究を行っています．

Ni基超合金は火力発電所やジェットエンジンを筆頭とした
過酷な環境で使用される構造用材料です．高温で使用され
るために，その組織は図のように使用中に刻一刻と変化し，
その析出物であるγ′相は立方体に近い特異な形状を示すこ

とが有名です．その形成機構は理論的な考察が進んでいる
ものの，商用合金の組成が複雑であることもあり評価が難し
いため，実験的な検証が進んでいません．

① そこで，基本的な合金系を用いるなど，その評価のため
の実験条件を吟味し，析出形態に影響を及ぼす要素を
抽出するための実験を行っています．析出形態の形成機
構の包括的な理解を目指します．

② 析出形態の評価は難しいため，画像処理を用いた「析出
形態の定量化方法」を開発しています．これによって析
出形態を客観的に表現したり，見ただけではわからな
かった新しい知見を発見することができます ．
Ni基合金は最も単純な2相合金ですのでモデル合金とし
ても最適であり，他の系における組織の定量化への応用
も目指しています．
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図 Ni基超合金の用途と、その微視
的組織の時間経過・解析例
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粒子の大きさは？
密度は？
並び方は？
形は？
劣化具合は？
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